
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

学校教育⽬標 
「学び」で未来を創造する  
・主体的に学び、確かな資質・能力を身に付けた児童 

・他者と協働し、より良い生き方を考えられる児童 

・心身が健康で、ねばり強く努力できる児童 

・地域・社会に学び、参画できる児童 令和６年１０⽉３⽇ 第６号 

←鴛泊小 HP  

QR コード 

 

URL:https://rishirifuji-town-

oshidomari-elementary-

school.edumap.jp 

 
学習発表会スローガン 

「かがやけ鴛小！ ～感動の拍手を～」 
 学習発表会の取組が始まります。ねらいは、「普段の学習の成果を保護者や地域の方々に見ても

らう。」「友達・仲間と協力して、一緒に発表を創りあげる。」「表現することが苦手な子も、逃げ

出さず挑戦して、堂々と発表する。」ことになります。鴛泊小学校では、数年前から学芸会ではな

く、学習発表会として、この機会に新たに作るものではなく、今まで学習で取り組んできたもの

をブラッシュアップして発表するということを大切にしています。 

 昔のように児童へ何時間もかけて遅くまで練習をしたり、教師が夜中まで残って準備をするよ

うな、過度の負担をかけるのではなく、ポイントを絞って児童に工夫、協力、努力をしてもらう

ように教師も工夫して考え、できばえでなく、子ども達の成長を見せていこうと取り組んでいき

ます。 

 そのような面で、ご家庭では、自分の役割、目標に向けての努力が見られているのか、自分の

意見をもちながらも相手に指摘するだけじゃなく、相手の気持ちを受け入れる優しさが育ってい

るのかを見ていただき、ほめたり、話を聞いたり、指導していただけるとありがたいと思いま

す。本番でも、堂々と自信をもって発表できているか、うまくできなくても助け合っている様子

が見られているかの視点をもって、見ていただき、子ども達の自信をより高めてくだされば最高

です。 

 子ども達の半年で成長した姿を楽しみにしていてください。 

１日防災学校 
 地震や津波などの災害が、残念ながら日常的なものとなり、住民もその

ことと共生していかなければならない時代になってきています。その中で

も、大切なのは、自分で自分の命を守ることと、その上で、みんなで助け合

って災害に立ち向かうことです。 

 １日防災学校では、役場の方や宗谷振興局の方の力も借りながら、避難

訓練や防災講話、防災クイズ、段ボールベッドづくり、防災カルタに取り組

みました。子ども達も今、実際にどう避難するか？ 大人になったときに

みんなで協力するためにどんなことが必要かを真剣な表情で学ぶことがで

きました。 

 今後は、子ども達の学びを生かしながら、大人がどうするかですね。災害

が身近になってしまった今、町や大人に求められてきますね。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

 
 
 
 
 
 

１日（火）前期終業式 
４日（金）英検② 
６日（日）鴛中学校祭 
７日（月）特別時間割 西郷 SC 来校 
８日（火）利高インターンシップ  
９日（水）１年読み聞かせ 

１０日（木）２・３年読み聞かせ 
１３日（日）４地区対抗町民運動会（鬼中 G） 
１４日（月）スポーツの日 
１５日（火）教育相談① 
１６日（水）１年読み聞かせ 教育相談② 
１７日（木）総練習 ２・３年読み聞かせ 
      教育相談③ 
１８日（金）教育相談④ 
２０日（日）学習発表会 
２１日（月）振替休業 
２２日（火）４年ひらめ放流 教育相談⑤ 
２３日（水）北海道立心身障害者総合相談所言語聴

覚士北川先生来校 
      １年読み聞かせ 教育相談⑥ 
２４日（木）２・３年読み聞かせ 教育相談⑦ 
２５日（金）漢検 教育相談⑧ 
２８日（月）委員会② 
２９日（火）個人懇談① 
３０日（水）１年読み聞かせ 
３１日（木）個人懇談② ２・３年読み聞かせ 
      縦割り遊び 

先生方も勉強しなけれ
ばいけません。 
 どんな仕事でもそうだと思いますが、数年前

までと同じやり方をしていては、立ちゆかなく

なる時代となり、保護者の方達も日々勉強しな

がら仕事に向かっていることと思います。先生

方もそうです。子ども達の学ぶ力をつけること

と、友達・仲間同士助け合う力をつけることが

学校で取り組むことですが、ノスタルジックを

もって語られたり、揶揄される、「○○時代のや

り方」では通用しなくなっています。（教頭のよ

うな昔の人はちょっと寂しさもありますが） 

 黙って話を聞く、言われたとおりにする、意

味もなく同じ姿勢でいる、悪いことをしたら怒

鳴られたりたたかれる（これは今は虐待です。

たとえ我が子でも）ことを求めるのではなく、

授業では、覚えるべき内容に向かって、自分な

りのやり方、調べ方で考える。自分なりにたど

り着いたことについて、みんなと話し合い、深

める。わからないことがあったら、自分で調べ

てみたり、友達の意見を参考にする。そんな授

業をくりかえすことにより、わからないことを

調べる力、聞く力、わかったことを伝える力を

つける。そして同時に他人への優しさや協力の

仕方を身につけることが大切になっています。 

 また、家庭学習も言われたことをやる宿題だ

けでなく、自分で考え工夫した自主的な勉強を

する力を育てることが大切です。 

 そのために、９月は、利尻町の学校の授業を

みんなで見て勉強してきました。稚内市の学校

のタブレットをたくさん活用した授業をみんな

で見て勉強してきました。鴛泊小学校の先生方

も授業を公開し、どのような工夫をしてじっく

り考えたり調べさせるか、どこで効果的に（子

どもが意欲的になるように）話し合いをさせる

かを色々意見を出し合いながらたくさん学び合

いました。子どもも大人も日々勉強ですね。 

後期開始です 
 後期が始まります。前期の通知票はどう

だったでしょうか？ 良いところは自信に

つながるように、「う〜ん」というところは

「次の目標だね」と明るく前向きに取り組

めるような声かけをお願いします。後期特

にご家庭にお願いしたいところは、ゲー

ム・ネットです。冬になるとどうしても外

遊びが少なくなり、家にこもってゲーム・

ネット時間が増えます。時間、ネット等で

気をつけることのご指導をお願いします。 


